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町政を問う（町長の公約・予防接種の補助ほか）
　　　　　   天使の歌声届けます～宇多津少年少女合唱団～
元気ななかま 日本の心を舞い続けます～日舞同好会～
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成
人
式

成
人
式

　
日
舞
同
好
会
は
故
藤
間
絹
絵
師
匠
と
絹
絵
会
の
故
宮
本
会
長
・
故
三

浦
副
会
長
の
ご
尽
力
で
発
足
し
、
35
年
を
迎
え
ま
し
た
。
藤
間
朋
絵
先

生
が
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
お
稽
古
は
毎
週
水
曜
日
、
午
後
７
時
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
続
け
て

い
ま
す
。
現
在
会
員
は
８
名
、
幅
広
い
年
齢
層
で
す
が
、
踊
っ
て
い
る

時
は
皆
「
乙
女
」
で
す
。
毎
年
、
春
の
「
初
舞
会
」
や
秋
の
「
芸
能
祭
」
、

冬
の
「
ミ
ニ
芸
能
祭
」
へ
の
出
演
を
目
標
に
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

小
唄
、
端
唄
だ
け
で
な
く
演
歌
、
懐
メ
ロ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル

の
曲
に
合
わ
せ
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
体
を
動
か
し
て
振
り
を
覚
え

て
い
る
と
、
２
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

ほ
っ
と
一
息
の
休
憩
時
間
の
お
喋
り
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
か

　
極
度
の
貧
困
８
億
人
の
中
で
暮

ら
す
子
ど
も
約
３
億
８
５
０
０
万

人
。
水
道
が
飲
め
る
国
は
15
か
国
。

人
は
生
ま
れ
る
環
境
を
選
べ
な
い
。

温
室
効
果
ガ
ス
に
よ
る
温
暖
化
で

巨
大
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
生
態
系
を
破
壊
、

地
球
は
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
。
国

連
は
２
０
３
０
年
に
向
け
17
の
目

標
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
」
を
示
し
取
り
組
み
を
始

め
た
。
世
界
に
広
が
る
貧
困
・
飢

餓
・
安
全
な
水
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
不
平
等
や
気
候
変
動
な

ど
、
こ
の
目
標
達
成
へ
私
た
ち
に

何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
子
や
孫

の
時
代
へ
持
続
可
能
な
世
界
を
創

る
た
め
行
動
を
起
こ
そ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
青
木
　
義
勝
）

「
国
際
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
」

み
な
さ
ん
の
声
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宇
多
津
小
・
北
小
の
外
国

人
児
童
の
日
本
語
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
外
国
人
児
童
数
の
増
加
、

ま
た
英
語
授
業
の
活
発
化
な

ど
、
宇
多
津
町
で
国
際
化
の

山田　佐知子さん

流
れ
を
感
じ
ま
す
。
最
初
は
日
本
語
が
片
言
だ
っ
た
外

国
人
児
童
も
す
ぐ
に
級
友
と
打
ち
解
け
、
日
本
語
を
吸

収
し
て
い
る
姿
に
、
ま
た
温
か
く
自
然
体
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
級
友
の
姿
に
、
国
際
交
流
の
素
晴
ら
し
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　
北
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
親
子
ふ
れ
あ

い
研
修
会
（
テ
ー
マ
：『
英
語
』

を
使
っ
て
遊
び
な
が
ら
、
『
世

界
』
を
知
ろ
う
！
）
で
は
、
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
、
カ

ナ
ダ
人
の
先
生
や
友
だ
ち
と
大

き
な
声
で
英
会
話
を
楽
し
ん
で

い
る
姿
は
、
素
晴
ら
し
く
頼
も

し
い
も
の
で
し
た
。

　
早
く
か
ら
「
英
語
教
育
」
に

熱
心
な
宇
多
津
町
で
す
が
、
今

後
も
児
童
・
生
徒
さ
ん
が
、
日

本
語
＆
英
語
に
ど
ん
ど
ん
親
し

み
、
国
際
理
解
を
深
め
て
い
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

微
力
な
が
ら
、
そ
の
お
手
伝
い

が
で
き
た
ら
、
嬉
し
い
で
す
。

うたづ議会だより

映画「世界の果ての通学路」を鑑賞 グレック先生の
楽しいゲーム

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
大
黒
　
一
也

委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

委
　  

員
　
井
上
　
弘
治

委
　  

員
　
青
木
　
義
勝

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
柴
村
　
賢
三

ら
も
少
し
で
も
長
く
続
け
て
い
け
る

よ
う
に
、
会
員
一
同
頑
張
っ
て
お
稽

古
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
い

つ
で
も
体
験
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
３
月
24
日
（
日
）
午
後
１

時
か
ら
ユ
ー
プ
ラ

ザ
で
「
初
舞
会
」

が
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
観
に
い
ら
し

て
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

香川県国際交流協会
通訳等・日本語支援ボランティア

～みんなに「ありがとう」～
　今年はお天気にも恵まれて、平成最後の成人式が挙行されました。
今まで育ててくれた家族にありがとう。仲良くしてくれた友だちにあり
がとう。お世話になった先生に、見守ってくれた地域の人にありがとう。
そんな感謝の気持ちがあふれる式典でした。そして何より、実行委員
のみなさん、素敵な成人式をありがとう。
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定
例
会
報
告

定
例
会
報
告

議
員
の
賛
否

土地開発公社から土地を購入

　

平
成
30
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
６
日
か
ら
13
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
６
件
、
承
認
２
件
、

発
議
２
件
、
陳
情
１
件
、
同
意
１
件
を
慎
重
に
審
議
し
、
本
会
議
に
お
い
て
原
案
を
全
て
可
決
お
よ
び
同
意

し
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
12
月
７
日
と
10
日
に
行
い
、
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

本会議 議員の賛否

◯  賛成　×  反対　欠  欠席（議長は、賛否同数の時のみ可否を決定する）

お　も　な　審　議　案　件

専決処分（８月８日交通事故の損害賠償額の決定と和解）

専決処分（８月23日交通事故の損害賠償額の決定と和解）

平成30年度　宇多津町一般会計補正予算

宇多津町議会議員の報酬などに関する条例改正

宇多津町三役の給与に関する条例改正

宇多津町職員の給与に関する条例改正

軽自動車税の環境性能割に関する条例

世代間交流センター新築工事の変更契

教育委員の任命（ 水尾　裕美子氏・再任）

議会の傍聴に関する条例（受付簿から受付票に）

四国水族館周辺整備特別委員会の設置

水産政策の改革に関する陳情書

議
　
　
　
　
案

承
認

発
議

陳
情

同
意

西本 濵中 柴村 宮本 青木 藍川井上大黒岡田 港

議
員
と
町
三
役
・
町
職
員
の
期
末
手
当

　
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
町
議
会
議
員
、
町
長
・
副
町
長
・
教

育
長
お
よ
び
町
職
員
の
期
末
手
当
な
ど
を
年
間
0.05
か
月
分
引
き

上
げ
る
。

世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

　変
更
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
２
９
２
４
万
円
）

　
世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー
が
、
よ
り
古
街
エ
リ
ア
の
雰
囲
気
に

合
う
よ
う
に
、
正
面
化
粧
ル
ー
バ
ー
な
ど
を
追
加
し
、
外
構
を

玉
砂
利
に
、
植
栽
を
モ
ミ
ジ
な
ど
に
変
更
す
る
。
ま
た
、
２
階

の
多
目
的
室
に
吸
音
材
を
設
置
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
連
記
事
は
❺
ペ
ー
ジ
）

お
も
な
内
容

土
地
の
購
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
６
４
２
６
万
円
）

　
宇
夫
階
の
町
営
墓
地
に
隣
接
す
る
土
地
、
田
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
南
側
の
土
地
を
開
発
公
社
か
ら
購
入
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
連
記
事
は
❹
ペ
ー
ジ
）

宇
多
津
小
学
校
改
修
工
事            

（
７
５
７
万
円
）

　
宇
多
津
小
学
校
管
理
棟
南
側
の
１
階
と
２
階
に
ト
イ
レ
を

増
設
す
る
。
屋
内
消
火
栓
が
漏
水
し
て
い
た
た
め
、
更
新
の

工
事
を
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
連
記
事
は
❹
ペ
ー
ジ
）

ひ
ら
や
ま
保
育
園
修
繕
費

　
　
　
　（
１
７
３
万
円
）

　
ひ
ら
や
ま
保
育
園
の
大
規
模
改
修
工
事
の
た
め
の
設
計
の

見
積
も
り
。
国
へ
の
補
助
金
を
申
請
し
て
い
る
。

交
通
安
全
対
策
費

　
　
　
　
　
　
　
　

  
（
７
万
円
）

　
四
国
水
族
館
の
周
辺
整
備
の
た
め
の
対
策
と
し
て
、
地
元

の
有
識
者
な
ど
の
対
策
委
員
会
を
設
置
す
る
た
め
の
委
員
報

酬
費
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

条
例
改
正

契
約
の
変
更

水
産
政
策
の
改
革
に
関
す
る
陳
情
書

・
29
年
６
月
に
新
た
な
水
産
基
本
計
画
が
、
ま
た
30
年
６
月
に
は
政
府
が
水
産
政
策
の
具

　
体
的
な
内
容
を
示
し
た
。
漁
業
権
の
優
先
順
位
が
な
く
な
れ
ば
、
新
た
な
企
業
や
個
人

　
の
参
入
が
進
み
、
漁
業
社
会
の
混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
従
来
の
特
定

　
漁
業
権
を
継
続
し
、
漁
業
調
整
委
員
会
へ
の
漁
業
者
委
員
の
公
選
制
を
継
続
し
て
ほ
し

　
い
。

四
国
水
族
館
周
辺
整
備
特
別
委
員
会
の
設
置

・
２
０
２
０
年
３
月
、
臨
海
公
園
内
に
新
た

　
に
「
四
国
水
族
館
」
が
開
業
さ
れ
る
予
定

　
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
周
辺
に
賑
わ
い

　
を
生
み
、
地
域
振
興
に
寄
与
す
る
も
の
と

　
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、

　
施
設
周
辺
の
交
通
体
系
や
交
通
安
全
対
策

　
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
本
委
員
会

　
を
設
置
す
る
。

陳
情

発
議

議会開会中ではない時に予算の執行をする場合は、議会を通
さず、町長の一任で「専決処分」を行うことがある。
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世代間交流センターの
玄関付近

建設中の四国水族館
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定
例
会
報
告

定
例
会
報
告

議
員
の
賛
否

土地開発公社から土地を購入

　

平
成
30
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
６
日
か
ら
13
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
６
件
、
承
認
２
件
、

発
議
２
件
、
陳
情
１
件
、
同
意
１
件
を
慎
重
に
審
議
し
、
本
会
議
に
お
い
て
原
案
を
全
て
可
決
お
よ
び
同
意

し
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
12
月
７
日
と
10
日
に
行
い
、
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

本会議 議員の賛否

◯  賛成　×  反対　欠  欠席（議長は、賛否同数の時のみ可否を決定する）

お　も　な　審　議　案　件

専決処分（８月８日交通事故の損害賠償額の決定と和解）

専決処分（８月23日交通事故の損害賠償額の決定と和解）

平成30年度　宇多津町一般会計補正予算

宇多津町議会議員の報酬などに関する条例改正

宇多津町三役の給与に関する条例改正

宇多津町職員の給与に関する条例改正

軽自動車税の環境性能割に関する条例

世代間交流センター新築工事の変更契

教育委員の任命（ 水尾　裕美子氏・再任）

議会の傍聴に関する条例（受付簿から受付票に）

四国水族館周辺整備特別委員会の設置

水産政策の改革に関する陳情書

議
　
　
　
　
案

承
認

発
議

陳
情

同
意

西本 濵中 柴村 宮本 青木 藍川井上大黒岡田 港

議
員
と
町
三
役
・
町
職
員
の
期
末
手
当

　
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
町
議
会
議
員
、
町
長
・
副
町
長
・
教

育
長
お
よ
び
町
職
員
の
期
末
手
当
な
ど
を
年
間
0.05
か
月
分
引
き

上
げ
る
。

世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

　変
更
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
２
９
２
４
万
円
）

　
世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー
が
、
よ
り
古
街
エ
リ
ア
の
雰
囲
気
に

合
う
よ
う
に
、
正
面
化
粧
ル
ー
バ
ー
な
ど
を
追
加
し
、
外
構
を

玉
砂
利
に
、
植
栽
を
モ
ミ
ジ
な
ど
に
変
更
す
る
。
ま
た
、
２
階

の
多
目
的
室
に
吸
音
材
を
設
置
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
連
記
事
は
❺
ペ
ー
ジ
）

お
も
な
内
容

土
地
の
購
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
６
４
２
６
万
円
）

　
宇
夫
階
の
町
営
墓
地
に
隣
接
す
る
土
地
、
田
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
南
側
の
土
地
を
開
発
公
社
か
ら
購
入
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
連
記
事
は
❹
ペ
ー
ジ
）

宇
多
津
小
学
校
改
修
工
事            

（
７
５
７
万
円
）

　
宇
多
津
小
学
校
管
理
棟
南
側
の
１
階
と
２
階
に
ト
イ
レ
を

増
設
す
る
。
屋
内
消
火
栓
が
漏
水
し
て
い
た
た
め
、
更
新
の

工
事
を
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
連
記
事
は
❹
ペ
ー
ジ
）

ひ
ら
や
ま
保
育
園
修
繕
費

　
　
　
　（
１
７
３
万
円
）

　
ひ
ら
や
ま
保
育
園
の
大
規
模
改
修
工
事
の
た
め
の
設
計
の

見
積
も
り
。
国
へ
の
補
助
金
を
申
請
し
て
い
る
。

交
通
安
全
対
策
費

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
７
万
円
）

　
四
国
水
族
館
の
周
辺
整
備
の
た
め
の
対
策
と
し
て
、
地
元

の
有
識
者
な
ど
の
対
策
委
員
会
を
設
置
す
る
た
め
の
委
員
報

酬
費
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

条
例
改
正

契
約
の
変
更

水
産
政
策
の
改
革
に
関
す
る
陳
情
書

・
29
年
６
月
に
新
た
な
水
産
基
本
計
画
が
、
ま
た
30
年
６
月
に
は
政
府
が
水
産
政
策
の
具

　
体
的
な
内
容
を
示
し
た
。
漁
業
権
の
優
先
順
位
が
な
く
な
れ
ば
、
新
た
な
企
業
や
個
人

　
の
参
入
が
進
み
、
漁
業
社
会
の
混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
従
来
の
特
定

　
漁
業
権
を
継
続
し
、
漁
業
調
整
委
員
会
へ
の
漁
業
者
委
員
の
公
選
制
を
継
続
し
て
ほ
し

　
い
。

四
国
水
族
館
周
辺
整
備
特
別
委
員
会
の
設
置

・
２
０
２
０
年
３
月
、
臨
海
公
園
内
に
新
た

　
に
「
四
国
水
族
館
」
が
開
業
さ
れ
る
予
定

　
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
周
辺
に
賑
わ
い

　
を
生
み
、
地
域
振
興
に
寄
与
す
る
も
の
と

　
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、

　
施
設
周
辺
の
交
通
体
系
や
交
通
安
全
対
策

　
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
本
委
員
会

　
を
設
置
す
る
。

陳
情

発
議

議会開会中ではない時に予算の執行をする場合は、議会を通
さず、町長の一任で「専決処分」を行うことがある。
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世代間交流センターの
玄関付近

建設中の四国水族館
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総
務
建
設
常
任
・
合
同
委
員
会

町
政
を
問
う

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

土地の取得

総務課

学校支援ボランティア

学校教育課

保健福祉課・地域整備課

あみのうら交流センター

町外の幼稚園への通園税の「環境性能割」

税務課 学校教育課

町政を問う
・町長の公約実現は

・納税者の立場に立った施策を
・旧町内(古街)を元気にするためには

・思いやりスペースを
・スポーツ環境整備は

・保健師の数や待遇は適正か
・インフルエンザ予防接種の費用の補助を

・観光案内所の設置は
・ロタウイルスなど予防接種の補助は

・国（町）の治め方は
・多様な視点からのプレミアム付き商品券を

・再度、圏域行政についての取り組みは
・住民目線の町政とは

・感染症対策と予防接種の記録保存を
・避難計画の策定とブロック塀の安全対策は

（一般質問の件名）

西本　祐子

濵中　保夫

宮本　　隆

青木　義勝

藍川佳津樹

岡田　茂久

大黒　一也

井上　弘治

総務建設常任・合同委員会
工事契約を変更 学校支援ボランティアを活用
教育民生常任委員会

　10月18日、藍川佳津樹議員は四国町村議
長会から表彰されました。これは、20年の
長きにわたり、町議会議員として地方自治
の振興発展に寄与された功績をたたえられ
たもので、柴村議長から表彰の伝達を受け
ました。また、12月6日付けで町長からも
感謝状と記念品の贈呈がありました。

おめでとうございます！

Q

　計算上は100ミリの豪雨に対して
も対応できるようにしている。

Q 　駐車場が斜めになっているが、ゲ
リラ豪雨などには対応できるのか。

A

　安全に配慮して、どこから入れる
ようにするかを決める。

A

　道路から駐車場にはバリアフリー
でどこからでも入れるのか。

Q

　チェーンや施錠など現時点ではし
ない。

A

　駐車場にはチェーンなどの施錠を
するのか。

Q

　内壁に吸音材を貼り付ける。A

　２階の多目的室の声の反響が大き
く、聞き取りづらいと聞くが。

《駐車場》

《多目的室》

Q 　防火水槽の上は駐車禁止なのでは。
A

Q 　駐車していた場合、災害時に対応
できるのか。

　耐震性の貯水槽なので、駐車して
も構わない。

A 　ポンプ車は、東西南北の道の角に
停車して吸管できるようにしている。

あみのうら交流センターの外観

《防火水槽》

Q

　小布施町を参考に古街の雰囲気に
合わせた。

A

　植栽はモミジの中高木、グランド
カバーなど密度が高いのでは。

《植栽》

Q 　学校支援ボランティアは何人いて、
どういう仕事をしているのか。

Q 　コーディネーターとはどのような
仕事をしているのか。

A 　現在108名が登録しており、環境
整備や授業の補助をお願いしている。
具体的には、北小のトイレ掃除や朝
夕の見守りのほか、小学校での読み
聞かせ、家庭科のミシン実習や調理
実習、木工の技術指導などをお願い
している。

A 　学校から「このような授業をする
のでこのような人材がほしい」とい
う要望を聞き、学校支援ボランティ
アに依頼している。 Q 　宇夫階は墓地を広げるために公社

が所有していたのでは。

A 　公営墓地は、はなの森墓地公苑を
整備したので、今のところ使う予定
はない。

Q 　開発公社の所有する土地がなくな
ったので、解散するのか。

A 　緊急に用地を取得することも考え
られるので、しばらくは解散しない。

田町コミュニティ南の土地

Q

A

　土地開発公社が所有していた宇夫
階墓地に隣接する土地と田町コミュ
ニティの南側の土地を購入したが、
利用の目的は。
　すぐに利用する計画はなく、しば
らく置いておく。

Q 　町外の幼稚園に通園しているのは
何人か。

A 　ルンビ二幼稚園に15人、坂出一高
に３名、林田に１人の19人。

Q 　軽自動車には取得時に「環境性能
割」が賦課されることになるが、原
付バイクはどうなのか。

A 　三輪以上の軽自動車が対象なので、
原付バイクには賦課されない。

本読みをする学校支援ボランティア
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問

和
田
危
機
管
理
課
長

浅
野
地
域
整
備
課
長

中
谷
健
康
増
進
課
長

問 問
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一
般
質
問

一
般
質
問

谷
川
町
長

再
質
問

谷
川
町
長

再
質
問

再
質
問

中
谷
健
康
増
進
課
長

和
田
危
機
管
理
課
長

宮本　隆　議員青木　義勝　議員
　
　
次
の
４
年
間
で
、
公
約
を

実
現
し
て
い
か
れ
る
と
思
う
が
、

何
点
か
実
現
に
向
け
て
の
お
考

え
を
う
か
が
う
。

①
「
南
部
地
域
に
公
園
・
多
世

代
施
設
の
設
置
」
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
公
園
や

施
設
を
お
考
え
か
。

②
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」
の

運
行
に
つ
い
て
は
、
町
単
独
で

の
事
業
実
施
か
。
坂
出
市
・
丸

亀
市
と
の
連
携
を
お
考
え
な
ら
、

い
つ
頃
か
ら
ど
の
よ
う
な
協
議

を
さ
れ
る
予
定
な
の
か
。

③
「
新
築
住
宅
の
補
助
」
に
つ

い
て
は
、
い
つ
頃
か
ら
、
ど
の

よ
う
な
補
助
の
制
度
を
お
考
え

な
の
か
。

④
「
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
の
検

討
」
に
つ
い
て
は
、
設
置
の
優

先
順
位
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え

町
長
の
公
約
実
現
は

町
長

　公
園
用
地
の
取
得
や
バ
ス
の
試
験
運
行
を
行
う

　
　
　
　
　
①
児
童
館
と
公
園

を
一
体
化
し
た
、
世
代
を
つ
な

ぐ
子
育
て
拠
点
を
整
備
す
る
。

現
在
、
南
部
地
域
で
一
体
化
し

て
、
整
備
可
能
な
候
補
地
を
、

数
箇
所
選
定
し
て
い
る
。

　
今
後
、
用
地
の
取
得
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

を
決
断
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

運
行
に
つ
い
て
は
、
試
験
的
な

運
行
の
位
置
づ
け
か
ら
始
め
る
。

運
行
に
つ
い
て
は
町
単
独
で
行

う
。

③
新
婚
世
帯
家
賃
補
助
が
、
宇

多
津
に
住
む
き
っ
か
け
に
な
っ

て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
に

入
れ
、
新
築
住
宅
取
得
要
件
な

　
　
　
　
　

❶
31
年
度
も
継
続
し
て
い
く
。

ア
ン
ケ
ー
ト
も
参
考
に
新
築

住
宅
を
追
加
す
る
か
シ
フ
ト

す
る
か
、
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
近
居
・
同
居
は
、
新
築

住
宅
補
助
の
制
度
設
計
を
き

ち
ん
と
す
れ
ば
、
網
羅
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

❷
体
育
館
は
避
難
所
な
の
で
、

そ
の
よ
う
な
設
備
を
充
実
す

る
の
は
大
切
で
あ
る
。

な
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

エ
ア
コ
ン
を
検
討
さ
れ
る
の
か
。

ど
検
討
し
て
い
き
た
い
。

④
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
は
、
国

な
ど
の
補
助
制
度
を
注
視
し
な

が
ら
、
事
業
費
用
や
利
用
方
法

を
鑑
み
て
設
置
を
考
え
て
行
き

た
い
。

　
ま
ず
は
、
31
年
度
当
初
予
算

に
調
査
費
用
を
計
上
し
、
有
利

な
制
度
が
制
定
さ
れ
た
場
合
に

備
え
て
い
く
。

　
　
　

❶
新
婚
世
帯
家
賃
補
助
は
、
31

年
度
以
降
も
続
け
て
い
く
の
か
。

同
居
・
近
居
の
補
助
制
度
は
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
。

❷
体
育
館
は
災
害
時
の
避
難
所

と
な
り
、
多
く
の
避
難
者
が
集

ま
る
の
で
、
早
め
の
設
置
を
。

　
　
風
疹
感
染
者
が
２
千
人
を

超
え
た
が
、
な
ぜ
男
性
に
多
い

の
か
。
感
染
症
の
対
策
は
乳
幼

児
の
頃
か
ら
免
疫
力
を
高
め
る

た
め
ワ
ク
チ
ン
や
予
防
接
種
を

受
け
る
が
受
診
記
録
の
分
か
ら

な
い
人
が
多
い
。
ま
た
、
感
染

症
の
正
し
い
知
識
や
妊
婦
感
染

の
リ
ス
ク
予
防
策
な
ど
周
知
方

法
は
。
国
が
抗
体
検
査
や
予
防

接
種
の
公
的
支
援
を
示
し
た
。

感
染
症
対
策
と
予
防
接
種
の
記
録
保
存
を

健
康
増
進
課
長

　調
査
表
で
児
童
の
予
防
接
種
履
歴
な
ど
を
確
認

避
難
計
画
の
策
定
と
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
対
策
は

危
機
管
理
課
長

　マ
ニ
ュ
ア
ル
は
実
効
性
の
あ
る
も
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
妊
娠
を

希
望
す
る
女
性
と
そ
の
配
偶
者

の
抗
体
検
査
は
無
料
だ
が
、
予

防
接
種
は
国
の
動
向
を
見
守
り

た
い
。
妊
婦
感
染
で
は
生
ま
れ

る
子
ど
も
に
障
が
い
の
発
症
が

高
く
な
り
抗
体
検
査
は
100
％
が

受
診
し
て
い
る
。
予
防
接
種
は

１
歳
〜
５
歳
ま
で
２
回
行
い
調

査
表
で
児
童
の
予
防
接
種
履
歴

な
ど
を
確
認
し
て
い
る
。

本
町
の
支
援
策
は
。

　
　
災
害
の
避
難
計
画
や
避
難

所
ご
と
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

作
成
中
と
の
報
道
で
住
民
よ
り

対
応
の
遅
れ
を
危
惧
す
る
声
が

あ
る
。
ま
た
、
国
も
避
難
所
と

し
て
使
用
す
る
体
育
館
の
エ
ア

コ
ン
設
置
も
補
助
対
象
の
方
針
。

大
阪
北
部
地
震
で
ブ
ロ
ッ
ク
塀

が
倒
壊
し
小
学
生
が
犠
牲
に
な

っ
た
、
全
国
で
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
安
全
対
策
が
報
じ
ら
れ
、

県
も
撤
去
費
用
を
補
助
す
る
方

針
、
本
町
の
調
査
状
況
や
取
り

組
み
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
避
難
計

画
や
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
各
自
主
防
災
組
織
と
協
議
し
、

実
効
性
の
あ
る
も
の
に
し
た
い
。

体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
は
要
望
と

し
て
進
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
調
査
対
象
個
所
は
６
件

で
、
う
ち
危
険
と
判
断
し
た
ブ

ロ
ッ
ク
塀
は
通
学
路
で
は
１
か

所
あ
る
。
撤
去
費
用
は
県
と
も

協
議
し
補
助
制
度
を
構
築
し
た

い
。

　
　
　
　
予
防
接
種
や
そ
の
記

録
管
理
は
「
健
康
手
帳
」
の
よ

う
な
も
の
で
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
防
接

種
の
記
録
は
予
防
接
種
法
に
よ

っ
て
５
年
保
存
と
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、
期
間
経
過
後
も
デ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
液
体

ミ
ル
ク
は
常
温
で
保
存
で
き
、

そ
の
ま
ま
飲
め
る
な
ど
避
難

所
で
の
備
蓄
に
便
利
。
今
後

県
の
普
及
状
況
を
調
査
・
協

議
し
検
討
し
た
い
。

　免疫を持たない30～50歳の男性が女性の4.5倍以上

の発症をし、予防接種歴不明者が93％に上る。定期

接種を受ける機会のなかった人たちで、経過措置と

して摂取できる期間があったが、受診率が低かった。

そのため、特に成人男性で免疫を持たない人が多く

存在し、感染患者の増加につながっている。

タ
は
残
っ
て
い
る
。
学
校
で

は
す
べ
て
の
小
中
学
生
に
つ

い
て
保
健
調
査
票
に
よ
り
、

病
歴
や
予
防
接
種
履
歴
な
ど

の
確
認
を
し
て
い
る
。
調
査

票
を
本
人
に
渡
し
て
い
る
か

ど
う
か
は
確
認
す
る
が
、
乳

幼
児
・
児
童
生
徒
は
母
子
健

康
手
帳
に
記
録
す
る
か
、
本

人
の
利
用
し
や
す
い
媒
体
に

記
録
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
災
害
時
に
備
蓄
活

用
が
期
待
さ
れ
る
液
体
ミ
ル

ク
の
製
造
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

本
町
の
取
り
組
み
は
。
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次
の
４
年
間
で
、
公
約
を

実
現
し
て
い
か
れ
る
と
思
う
が
、

何
点
か
実
現
に
向
け
て
の
お
考

え
を
う
か
が
う
。

①
「
南
部
地
域
に
公
園
・
多
世

代
施
設
の
設
置
」
に
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て
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
公
園
や

施
設
を
お
考
え
か
。

②
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」
の

運
行
に
つ
い
て
は
、
町
単
独
で

の
事
業
実
施
か
。
坂
出
市
・
丸

亀
市
と
の
連
携
を
お
考
え
な
ら
、

い
つ
頃
か
ら
ど
の
よ
う
な
協
議

を
さ
れ
る
予
定
な
の
か
。

③
「
新
築
住
宅
の
補
助
」
に
つ

い
て
は
、
い
つ
頃
か
ら
、
ど
の

よ
う
な
補
助
の
制
度
を
お
考
え

な
の
か
。

④
「
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
の
検

討
」
に
つ
い
て
は
、
設
置
の
優

先
順
位
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え

町
長
の
公
約
実
現
は

町
長

　公
園
用
地
の
取
得
や
バ
ス
の
試
験
運
行
を
行
う

　
　
　
　
　
①
児
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と
公
園

を
一
体
化
し
た
、
世
代
を
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な

ぐ
子
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点
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す
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。
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、
南
部
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域
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一
体
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し
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、
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地
を
、

数
箇
所
選
定
し
て
い
る
。

　
今
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、
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築
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得
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31
年
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も
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く
。
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ト
も
参
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に
新
築

住
宅
を
追
加
す
る
か
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フ
ト

す
る
か
、
検
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し
た
い
。
ま

た
、
近
居
・
同
居
は
、
新
築

住
宅
補
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の
制
度
設
計
を
き

ち
ん
と
す
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ば
、
網
羅
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

❷
体
育
館
は
避
難
所
な
の
で
、

そ
の
よ
う
な
設
備
を
充
実
す

る
の
は
大
切
で
あ
る
。

な
の
か
、
ま
た
、
ど
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な

エ
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コ
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を
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の
か
。

ど
検
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い
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国

な
ど
の
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助
制
度
を
注
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し
な

が
ら
、
事
業
費
用
や
利
用
方
法

を
鑑
み
て
設
置
を
考
え
て
行
き

た
い
。

　
ま
ず
は
、
31
年
度
当
初
予
算

に
調
査
費
用
を
計
上
し
、
有
利

な
制
度
が
制
定
さ
れ
た
場
合
に

備
え
て
い
く
。

　
　
　

❶
新
婚
世
帯
家
賃
補
助
は
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31

年
度
以
降
も
続
け
て
い
く
の
か
。

同
居
・
近
居
の
補
助
制
度
は
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
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体
育
館
は
災
害
時
の
避
難
所

と
な
り
、
多
く
の
避
難
者
が
集

ま
る
の
で
、
早
め
の
設
置
を
。

　
　
風
疹
感
染
者
が
２
千
人
を

超
え
た
が
、
な
ぜ
男
性
に
多
い

の
か
。
感
染
症
の
対
策
は
乳
幼

児
の
頃
か
ら
免
疫
力
を
高
め
る

た
め
ワ
ク
チ
ン
や
予
防
接
種
を

受
け
る
が
受
診
記
録
の
分
か
ら

な
い
人
が
多
い
。
ま
た
、
感
染

症
の
正
し
い
知
識
や
妊
婦
感
染

の
リ
ス
ク
予
防
策
な
ど
周
知
方

法
は
。
国
が
抗
体
検
査
や
予
防

接
種
の
公
的
支
援
を
示
し
た
。

感
染
症
対
策
と
予
防
接
種
の
記
録
保
存
を

健
康
増
進
課
長

　調
査
表
で
児
童
の
予
防
接
種
履
歴
な
ど
を
確
認

避
難
計
画
の
策
定
と
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
対
策
は

危
機
管
理
課
長

　マ
ニ
ュ
ア
ル
は
実
効
性
の
あ
る
も
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
妊
娠
を

希
望
す
る
女
性
と
そ
の
配
偶
者

の
抗
体
検
査
は
無
料
だ
が
、
予

防
接
種
は
国
の
動
向
を
見
守
り

た
い
。
妊
婦
感
染
で
は
生
ま
れ

る
子
ど
も
に
障
が
い
の
発
症
が

高
く
な
り
抗
体
検
査
は
100
％
が

受
診
し
て
い
る
。
予
防
接
種
は

１
歳
〜
５
歳
ま
で
２
回
行
い
調

査
表
で
児
童
の
予
防
接
種
履
歴

な
ど
を
確
認
し
て
い
る
。

本
町
の
支
援
策
は
。

　
　
災
害
の
避
難
計
画
や
避
難

所
ご
と
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

作
成
中
と
の
報
道
で
住
民
よ
り

対
応
の
遅
れ
を
危
惧
す
る
声
が

あ
る
。
ま
た
、
国
も
避
難
所
と

し
て
使
用
す
る
体
育
館
の
エ
ア

コ
ン
設
置
も
補
助
対
象
の
方
針
。

大
阪
北
部
地
震
で
ブ
ロ
ッ
ク
塀

が
倒
壊
し
小
学
生
が
犠
牲
に
な

っ
た
、
全
国
で
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
安
全
対
策
が
報
じ
ら
れ
、

県
も
撤
去
費
用
を
補
助
す
る
方

針
、
本
町
の
調
査
状
況
や
取
り

組
み
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
避
難
計

画
や
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
各
自
主
防
災
組
織
と
協
議
し
、

実
効
性
の
あ
る
も
の
に
し
た
い
。

体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
は
要
望
と

し
て
進
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
調
査
対
象
個
所
は
６
件

で
、
う
ち
危
険
と
判
断
し
た
ブ

ロ
ッ
ク
塀
は
通
学
路
で
は
１
か

所
あ
る
。
撤
去
費
用
は
県
と
も

協
議
し
補
助
制
度
を
構
築
し
た

い
。

　
　
　
　
予
防
接
種
や
そ
の
記

録
管
理
は
「
健
康
手
帳
」
の
よ

う
な
も
の
で
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
防
接

種
の
記
録
は
予
防
接
種
法
に
よ

っ
て
５
年
保
存
と
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、
期
間
経
過
後
も
デ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
液
体

ミ
ル
ク
は
常
温
で
保
存
で
き
、

そ
の
ま
ま
飲
め
る
な
ど
避
難

所
で
の
備
蓄
に
便
利
。
今
後

県
の
普
及
状
況
を
調
査
・
協

議
し
検
討
し
た
い
。

　免疫を持たない30～50歳の男性が女性の4.5倍以上

の発症をし、予防接種歴不明者が93％に上る。定期

接種を受ける機会のなかった人たちで、経過措置と

して摂取できる期間があったが、受診率が低かった。

そのため、特に成人男性で免疫を持たない人が多く

存在し、感染患者の増加につながっている。

タ
は
残
っ
て
い
る
。
学
校
で

は
す
べ
て
の
小
中
学
生
に
つ

い
て
保
健
調
査
票
に
よ
り
、

病
歴
や
予
防
接
種
履
歴
な
ど

の
確
認
を
し
て
い
る
。
調
査

票
を
本
人
に
渡
し
て
い
る
か

ど
う
か
は
確
認
す
る
が
、
乳

幼
児
・
児
童
生
徒
は
母
子
健

康
手
帳
に
記
録
す
る
か
、
本

人
の
利
用
し
や
す
い
媒
体
に

記
録
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
災
害
時
に
備
蓄
活

用
が
期
待
さ
れ
る
液
体
ミ
ル

ク
の
製
造
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

本
町
の
取
り
組
み
は
。
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下
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亀
井
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谷
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長

谷
川
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長

谷
川
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長

藍川佳津樹　議員岡田　茂久　議員

　
　
今
般
の
町
長
選
挙
の
選
挙

公
約
の
一
つ
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
は
、
狭
い
わ

が
町
で
は
費
用
対
効
果
の
上
か

ら
も
は
な
は
だ
疑
問
。
一
方
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
の
増
額
と

い
う
公
約
は
、
交
通
手
段
を
持

た
な
い
住
民
の
方
に
は
有
効
な

　
　
道
路
の
整
備
も
随
分
と
進

み
、
古
街
の
家
な
ど
の
改
修
も

行
っ
て
き
た
が
、
に
ぎ
わ
い
と

い
う
視
点
か
ら
の
成
果
は
あ
っ

た
の
か
。
現
在
で
も
古
い
家
屋

が
解
体
さ
れ
る
な
ど
、
町
並
み

も
さ
び
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ

の
ま
ま
で
は
高
齢
化
と
と
も
に

さ
ら
に
寂
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ

れ
る
。
外
部
か
ら
新
た
な
移
住

納
税
者
の
立
場
に
立
っ
た
施
策
を

町
長

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
試
験
運
行
す
る

旧
町
内
（
古
街
）
を
元
気
に
す
る
た
め
に
は

町
長

　所
有
者
と
移
住
者
な
ど
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
す
る

　
　
　
　
　
　
水
族
館
を
核
と

し
た
交
流
人
口
、
経
済
波
及
効

果
は
本
町
の
み
な
ら
ず
、
地
域

の
活
性
化
の
期
待
が
大
き
く
、

県
下
で
回
遊
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。
す
で
に
坂
出
・
丸
亀

に
は
、
事
業
者
と
と
も
に
事
業

説
明
・
連
携
協
力
依
頼
な
ど
に

訪
問
し
て
お
り
、
他
の
自
治
体

へ
の
訪
問
も
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
国
策
に
よ
ら
な
い
地

方
独
自
の
自
由
協
定
事
業
が
思

慮
さ
れ
る
出
来
事
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
丸
亀
市
議
会
で
、
水
族

館
を
市
の
観
光
活
性
化
に
活
用

で
き
な
い
か
と
の
議
論
が
出
た

こ
と
。
町
の
考
え
を
う
か
が
う
。

　
　
　
　
町
並
み
を
保
全
す
る

必
要
か
ら
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と

な
る
よ
う
な
建
物
を
活
か
せ
る

よ
う
な
施
策
を
考
え
て
は
。

者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
施
策
を
官
民
挙
げ
て
講
じ

て
い
く
べ
き
で
は
。

　
　
本
件
は
９
月
議
会
で
議
論

が
噛
み
合
わ
ず
に
終
わ
っ
た
。

国
策
主
導
の
定
住
自
立
圏
構
想

や
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
で
は
、

地
方
の
ニ
ー
ズ
を
す
く
い
上
げ

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で

先
進
事
例
と
し
て
多
度
津
・
善

通
寺
・
琴
平
の
給
食
セ
ン
タ
ー

共
同
経
営
を
例
に
挙
げ
て
示
し

た
。
こ
の
圏
域
行
政
の
概
念
、

枠
組
を
理
解
さ
れ
た
上
で
、
そ

再
度
、圏
域
行
政
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は

町
長

　必
要
だ
が
「
町
民
が
主
役
」
と
考
え
る

住
民
目
線
の
町
政
と
は

町
長

　住
民
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
施
策
を
実
施

の
意
義
、
取
り
組
み
へ
の
考
え

を
再
度
お
聞
き
す
る
。

　
　
　
　
　
今
後
は
、
老
朽
化

す
る
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
や
大
規

模
災
害
の
対
応
な
ど
、
よ
り
大

き
な
行
政
課
題
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
も
、
県
内
全
域
の
広

い
エ
リ
ア
な
ど
で
の
サ
ー
ビ
ス

供
給
体
制
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
。
し
か
し
「
町
民
が
主
役
の

うたづの町家とおひなさんに向けた、町家の清掃活動

　
　
　
　
　
町
と
し
て
は
、
所

有
者
と
移
住
者
・
起
業
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
重
点
を
置
き
、

努
め
て
い
く
。
マ
ッ
チ
ン
グ
に

お
け
る
住
民
団
体
が
発
足
し
た

折
に
は
、
支
援
も
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ー

ト
ア
ワ
ー
ド
は
フ
ル
コ
ス
ト
約

５
５
０
万
円
、
展
示
会
へ
の
来

場
者
２
８
６
３
人
、
来
場
者
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
約
８
割
の
方

か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

手
段
で
あ
る
。
た
だ
、
認
定
手

法
に
つ
い
て
制
度
発
足
以
来
社

会
情
勢
の
変
化
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
拡
大
も
含
め
て
改
正
の
検

討
を
お
願
い
す
る
。
納
税
者
に

も
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
交

通
政
策
を
。

　
　
町
長
の
挨
拶
に
住
民
フ
ァ

ー
ス
ト
・
住
民
主
役
・
住
民
目

線
と
か
の
常
套
句
が
並
ぶ
が
、

改
め
て
お
尋
ね
す
る
。
例
え
ば

交
通
弱
者
対
策
と
ア
ー
ト
ア
ワ

ー
ド
と
、
ど
ち
ら
が
住
民
目
線

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
か
な
う
の

か
。
こ
れ
を
前
提
に
、
こ
れ
ま

　
　
　
　
　
交
通
弱
者
対
策
で

は
福
祉
タ
ク
シ
ー
な
ど
福
祉
の

増
進
を
目
的
に
し
た
施
策
を
、

ア
ー
ト
ア
ワ
ー
ド
は
芸
術
文
化

に
親
し
み
、
集
う
場
の
提
供
や

民
度
の
醸
成
、
交
流
人
口
の
増

加
を
目
的
に
実
施
。
目
的
は
違

う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
住
民
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
施
策
で
あ
る
と
考
え

る
。

宇
多
津
町
」
と
い
う
考
え
方
に

変
わ
り
は
な
い
。

で
何
度
か
質
疑
に
及
ん
だ
ア
ー

ト
ア
ワ
ー
ド
に
か
か
る
フ
ル
コ

ス
ト
と
、
住
民
目
線
で
の
住
民

の
関
心
度
を
測
る
町
内
来
場
者

数
の
調
査
結
果
を
お
聞
き
す
る
。

決まり文句のこと

じ
ょ
う
と
う
く

　
　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
は
、
議
員
提
案
の
案

件
と
理
解
し
て
い
る
。
補
助
制

度
を
調
査
し
つ
つ
、
先
ず
は
試

験
運
行
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
官
民
挙
げ
て
知
恵

を
出
し
て
い
く
事
が
大
切
で
あ

る
。
町
を
出
ら
れ
た
方
に
も
将

来
戻
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
町

を
残
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
年
度

か
ら
の
助
成
額
の
増
額
な
ど
事

業
内
容
の
見
直
し
を
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
福
祉
の
増

進
を
よ
り
一
層
図
る
よ
う
取
り

組
む
。
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古
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の
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も
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が
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に
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と
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の
成
果
は
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っ

た
の
か
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現
在
で
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古
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屋
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な
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こ
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の
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遊
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と
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の
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般
質
問

一
般
質
問

再
質
問

今
津
生
涯
学
習
課
長

問

濱
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

濱
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

今
津
生
涯
学
習
課
長

木
下
保
健
福
祉
課
長

中
村
総
務
課
長

谷
川
町
長

大黒　一也　議員

　
　
　
　
中
国
の
管
子
の
経
済

政
治
を
取
り
入
れ
た
の
が
細
川

頼
之
公
。
そ
の
後
、
織
田
氏
、

豊
臣
氏
の
楽
市
楽
座
。
さ
ら
に

は
三
河
商
人
を
呼
び
集
め
て
の

都
市
づ
く
り
が
江
戸
の
徳
川
氏

で
あ
る
。

　
経
済
政
策
か
ら
町
財
政
を
厚

く
す
る
。
教
育
福
祉
、
設
備
な

ど
を
充
実
さ
せ
る
。

　
　
　
　
思
い
や
り
駐
車
場
制

度
の
対
応
、
周
知
啓
発
は
。

　
　
国
（
町
）
を
治
め
る
に
あ

た
り
３
つ
の
大
事
が
あ
る
。
①

財
政
②
安
全
③
町
の
徳
の
３
点

が
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
孔
子
の
『
論
語
』
の

中
に
政
治
の
上
策
は
「
徳
治
」

国
（
町
）
の
治
め
方
は

町
長
　
町
政
に
対
す
る
信
用
・
信
頼
が
基
で
あ
る

多
様
な
視
点
か
ら
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
地
域
経
済
に
プ
ラ
ス
の
波
及
効
果
が
あ
る

　
　
　
　
　
孔
子
の
言
葉
に
無

信
不
立
（
信
な
く
ん
ば
立
た
ず
）

と
あ
る
。
町
政
に
対
す
る
信
用

・
信
頼
が
基
で
あ
る
。
初
心
に

立
ち
返
り
、
１
つ
１
つ
自
己
研

鑽
に
努
め
て
い
き
、
住
民
福
祉

　
　
　
　
点
検
記
録
デ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
点
検
の

必
要
な
用
器
具
の
台
帳
を
作
成

し
、
定
期
的
に
点
検
す
る
。
不

備
な
点
が
生
じ
た
場
合
は
、
利

用
者
に
速
や
か
に
使
用
を
禁
止

し
、
中
止
の
連
絡
を
行
っ
て
い

る
。

　
　
車
い
す
表
示
マ
ー
ク
の
駐

車
場
を
障
害
の
あ
る
方
、
ご
高

齢
で
歩
行
困
難
な
方
、
要
介
護

者
、
ま
た
内
部
障
害
、
妊
婦
の

方
、
乳
幼
児
づ
れ
の
よ
う
に
配

慮
を
必
要
と
す
る
方
に
、
よ
り

利
用
し
て
い
た
だ
き
や
す
く
す

る
た
め
の
思
い
や
り
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
表

　
　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
康

な
心
と
体
を
つ
く
り
、
人
と
人

と
の
触
れ
合
い
の
場
を
広
げ
る

こ
と
は
、
明
る
く
健
全
な
社
会

を
つ
く
り
、
笑
顔
と
活
力
あ
ふ

れ
る
町
を
築
く
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
競
技
ス

ポ
ー
ツ
の
活
用
促
進
と
安
心
し

て
練
習
で
き
る
用
器
具
、
備
品

思
い
や
り
ス
ペ
ー
ス
を

総
務
課
長
　
設
置
可
能
な
個
所
か
ら
見
直
し
て
い
く

ス
ポ
ー
ツ
環
境
整
備
は

生
涯
学
習
課
長
　
利
用
者
の
安
全
確
保
を
第
一
に
考
え
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
表
示
板
や
三

角
コ
ー
ン
に
被
せ
る
タ
イ
プ
の

表
示
物
の
設
置
が
完
全
で
は
な

い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

物
理
的
に
設
置
可
能
な
個
所
か

ら
見
直
し
て
い
き
た
い
。
あ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ベ
ン

ト
や
行
事
な
ど
の
前
に
点
検
を

実
施
し
て
い
る
。
点
検
の
最
大

の
目
的
は
用
器
具
を
最
良
の
状

態
に
保
ち
、
利
用
者
の
安
全
確

保
第
一
に
考
え
、
安
心
し
て
活

動
が
出
来
る
環
境
を
整
え
る
た

思いやり駐車場の表示板

倉庫に保管された支柱

井上　弘治　議員

の
保
守
点
検
は
ど
の
よ
う
に
行

っ
て
い
る
の
か
。

め
の
予
防
保
全
「
事
故
防
止
」

に
あ
り
、
担
当
者
と
複
数
人
で

点
検
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
が
作

成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
各
施

設
に
も
配
置
し
、
保
健
福
祉
課

窓
口
で
交
付
対
象
と
な
る
方
に

は
制
度
の
説
明
、
申
請
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
制
度
の
周
知
啓
発
に

努
め
て
い
る
。

示
変
更
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
。

と
あ
る
。
町
長
は
、
「
日
本
で

一
番
住
み
よ
い
町
を
目
指
す
」

を
掲
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
町
長

自
身
、
自
己
研
鑽
に
修
練
し
人

徳
形
成
を
積
み
上
げ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　
消
費
税
の
増
税
を
前
に
政

府
は
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
」
の
検
討
に
入
っ
た
。
内
閣

府
の
検
証
は
約
３
割
ア
ッ
プ
の

経
済
効
果
。
全
国
地
銀
協
会
の

報
告
書
に
は
２
次
波
及
を
含
め

効
果
は
６
割
ア
ッ
プ
。
徳
山
大

学
研
究
室
も
論
文
を
発
表
。
①

経
済
の
伝
播
性
②
経
済
理
論
③

法
人
関
係
の
税
の
観
点
④
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
は
、
住
民

の
住
民
の
消
費
意
欲
を
刺
激
し
、

町
内
の
商
工
業
者
の
売
上
増
加

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
地
域
経

済
に
ま
す
ま
す
の
プ
ラ
ス
の
波

及
効
果
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
の

さ
ま
ざ
ま
な
政
策
も
含
め
て
、

総
合
的
に
地
域
振
興
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

経
緯
か
ら
も
大
変
有
効
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
町
の
見
解
は
。

の
う
ら
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
思
い
や
り
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
る
。

じ  

こ 

け
ん
さ
ん

の
向
上
に
努
め
て
い
く
所
存
で

あ
る
。

　
こ
れ
が
政
治
の
要
点
と
考
え

る
が
。

化
の
保
存
、
使
用
を
禁
止
す
る

判
断
も
必
要
で
は
。
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問 問問 一
般
質
問

一
般
質
問

再
質
問

今
津
生
涯
学
習
課
長

問

濱
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

濱
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

今
津
生
涯
学
習
課
長

木
下
保
健
福
祉
課
長

中
村
総
務
課
長

谷
川
町
長

大黒　一也　議員

　
　
　
　
中
国
の
管
子
の
経
済

政
治
を
取
り
入
れ
た
の
が
細
川

頼
之
公
。
そ
の
後
、
織
田
氏
、

豊
臣
氏
の
楽
市
楽
座
。
さ
ら
に

は
三
河
商
人
を
呼
び
集
め
て
の

都
市
づ
く
り
が
江
戸
の
徳
川
氏

で
あ
る
。

　
経
済
政
策
か
ら
町
財
政
を
厚

く
す
る
。
教
育
福
祉
、
設
備
な

ど
を
充
実
さ
せ
る
。

　
　
　
　
思
い
や
り
駐
車
場
制

度
の
対
応
、
周
知
啓
発
は
。

　
　
国
（
町
）
を
治
め
る
に
あ

た
り
３
つ
の
大
事
が
あ
る
。
①

財
政
②
安
全
③
町
の
徳
の
３
点

が
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
孔
子
の
『
論
語
』
の

中
に
政
治
の
上
策
は
「
徳
治
」

国
（
町
）
の
治
め
方
は

町
長
　
町
政
に
対
す
る
信
用
・
信
頼
が
基
で
あ
る

多
様
な
視
点
か
ら
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
地
域
経
済
に
プ
ラ
ス
の
波
及
効
果
が
あ
る

　
　
　
　
　
孔
子
の
言
葉
に
無

信
不
立
（
信
な
く
ん
ば
立
た
ず
）

と
あ
る
。
町
政
に
対
す
る
信
用

・
信
頼
が
基
で
あ
る
。
初
心
に

立
ち
返
り
、
１
つ
１
つ
自
己
研

鑽
に
努
め
て
い
き
、
住
民
福
祉

　
　
　
　
点
検
記
録
デ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
点
検
の

必
要
な
用
器
具
の
台
帳
を
作
成

し
、
定
期
的
に
点
検
す
る
。
不

備
な
点
が
生
じ
た
場
合
は
、
利

用
者
に
速
や
か
に
使
用
を
禁
止

し
、
中
止
の
連
絡
を
行
っ
て
い

る
。

　
　
車
い
す
表
示
マ
ー
ク
の
駐

車
場
を
障
害
の
あ
る
方
、
ご
高

齢
で
歩
行
困
難
な
方
、
要
介
護

者
、
ま
た
内
部
障
害
、
妊
婦
の

方
、
乳
幼
児
づ
れ
の
よ
う
に
配

慮
を
必
要
と
す
る
方
に
、
よ
り

利
用
し
て
い
た
だ
き
や
す
く
す

る
た
め
の
思
い
や
り
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
表

　
　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
康

な
心
と
体
を
つ
く
り
、
人
と
人

と
の
触
れ
合
い
の
場
を
広
げ
る

こ
と
は
、
明
る
く
健
全
な
社
会

を
つ
く
り
、
笑
顔
と
活
力
あ
ふ

れ
る
町
を
築
く
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
競
技
ス

ポ
ー
ツ
の
活
用
促
進
と
安
心
し

て
練
習
で
き
る
用
器
具
、
備
品

思
い
や
り
ス
ペ
ー
ス
を

総
務
課
長
　
設
置
可
能
な
個
所
か
ら
見
直
し
て
い
く

ス
ポ
ー
ツ
環
境
整
備
は

生
涯
学
習
課
長
　
利
用
者
の
安
全
確
保
を
第
一
に
考
え
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
表
示
板
や
三

角
コ
ー
ン
に
被
せ
る
タ
イ
プ
の

表
示
物
の
設
置
が
完
全
で
は
な

い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

物
理
的
に
設
置
可
能
な
個
所
か

ら
見
直
し
て
い
き
た
い
。
あ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ベ
ン

ト
や
行
事
な
ど
の
前
に
点
検
を

実
施
し
て
い
る
。
点
検
の
最
大

の
目
的
は
用
器
具
を
最
良
の
状

態
に
保
ち
、
利
用
者
の
安
全
確

保
第
一
に
考
え
、
安
心
し
て
活

動
が
出
来
る
環
境
を
整
え
る
た

思いやり駐車場の表示板

倉庫に保管された支柱

井上　弘治　議員

の
保
守
点
検
は
ど
の
よ
う
に
行

っ
て
い
る
の
か
。

め
の
予
防
保
全
「
事
故
防
止
」

に
あ
り
、
担
当
者
と
複
数
人
で

点
検
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
が
作

成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
各
施

設
に
も
配
置
し
、
保
健
福
祉
課

窓
口
で
交
付
対
象
と
な
る
方
に

は
制
度
の
説
明
、
申
請
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
制
度
の
周
知
啓
発
に

努
め
て
い
る
。

示
変
更
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
。

と
あ
る
。
町
長
は
、
「
日
本
で

一
番
住
み
よ
い
町
を
目
指
す
」

を
掲
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
町
長

自
身
、
自
己
研
鑽
に
修
練
し
人

徳
形
成
を
積
み
上
げ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　
消
費
税
の
増
税
を
前
に
政

府
は
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
」
の
検
討
に
入
っ
た
。
内
閣

府
の
検
証
は
約
３
割
ア
ッ
プ
の

経
済
効
果
。
全
国
地
銀
協
会
の

報
告
書
に
は
２
次
波
及
を
含
め

効
果
は
６
割
ア
ッ
プ
。
徳
山
大

学
研
究
室
も
論
文
を
発
表
。
①

経
済
の
伝
播
性
②
経
済
理
論
③

法
人
関
係
の
税
の
観
点
④
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
は
、
住
民

の
住
民
の
消
費
意
欲
を
刺
激
し
、

町
内
の
商
工
業
者
の
売
上
増
加

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
地
域
経

済
に
ま
す
ま
す
の
プ
ラ
ス
の
波

及
効
果
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
の

さ
ま
ざ
ま
な
政
策
も
含
め
て
、

総
合
的
に
地
域
振
興
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

経
緯
か
ら
も
大
変
有
効
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
町
の
見
解
は
。

の
う
ら
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
思
い
や
り
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
る
。

じ  

こ 

け
ん
さ
ん

の
向
上
に
努
め
て
い
く
所
存
で

あ
る
。

　
こ
れ
が
政
治
の
要
点
と
考
え

る
が
。

化
の
保
存
、
使
用
を
禁
止
す
る

判
断
も
必
要
で
は
。
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問 問問

中
谷
健
康
増
進
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

中
村
総
務
課
長

問

中
谷
健
康
増
進
課
長

濱
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

中
谷
健
康
増
進
課
長

谷
川
町
長

　
　
　
　
が
ん
予
防
推
進
委
員

の
養
成
も
始
ま
り
、
災
害
時
の

　
　
　
　
町
長
は
子
育
て
世
帯

を
サ
ポ
ー
ト
し
、
親
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
と
言
わ
れ
て

い
た
が
。

　
　
宇
多
津
町
で
は
２
０
２
０

年
春
に
水
族
館
が
、
オ
ー
プ
ン

す
る
が
、
観
光
案
内
所
が
な
い
。

観
光
案
内
所
の
主
な
仕
事
は
観

光
案
内
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
、

委
託
事
業
な
ど
で
あ
る
。

　
駅
構
内
の
案
内
所
で
は
Ｊ
Ｒ

観
光
案
内
所
の
設
置
は

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
案
内
板
設
置
な
ど
と
合
わ
せ
て
検
討
す
る

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
予
防
接
種
の
補
助
は

健
康
増
進
課
長
　
実
現
に
向
け
て
研
究
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０

２
０
年
に
水
族
館
の
開
業
を
ひ

か
え
来
町
者
の
利
便
性
や
町
の

魅
力
発
信
か
ら
も
設
置
が
の
ぞ

ま
れ
る
が
、
課
題
は
山
積
み
し

て
い
る
。
ま
た
、
水
族
館
だ
け

で
な
く
町
内
を
周
遊
す
る
仕
組

　
　
保
健
業
務
は
母
子
保
健
か

ら
高
齢
者
問
題
ま
で
多
岐
に
わ

た
る
。
宇
多
津
町
の
保
健
師
の

働
き
は
、
他
の
市
町
か
ら
の
評

価
も
高
い
。
数
年
前
に
が
ん
検

診
の
受
診
率
向
上
で
表
彰
さ
れ

た
裏
に
は
、
保
健
師
の
涙
ぐ
ま

し
い
努
力
が
あ
っ
た
と
聞
く
。

　
　
子
ど
も
の
場
合
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
り
患
す
る
と
急
性

脳
症
な
ど
の
重
症
化
が
懸
念
さ

れ
る
。
予
防
接
種
を
受
け
て
い

た
だ
き
た
い
が
、
子
ど
も
が
多

い
ご
家
庭
や
ひ
と
り
親
世
帯
で

は
、
費
用
の
負
担
が
大
き
い
。

そ
こ
で
、
予
防
接
種
費
用
の
一

部
を
補
助
で
き
な
い
か
。
医
療

費
の
公
的
負
担
も
減
り
、
学
校

保
健
師
の
数
や
待
遇
は
適
正
か

健
康
増
進
課
長
　
来
年
度
は
採
用
を
計
画
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
規
保

健
師
５
名
、
臨
時
保
健
師
２
名

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
費
用
の
補
助
を

町
長
　
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
過
去
に

も
質
問
を
頂
き
、
予
防
接
種
の

大
切
さ
は
認
識
し
て
い
る
。
ロ

タ
ウ
ィ
ル
ス
や
お
た
ふ
く
か
ぜ
も

あ
る
の
で
、近
隣
市
町
や
ニ
ー
ズ

を
勘
案
し
考
え
て
い
き
た
い
。

西本　祐子　議員濵中　保夫　議員

　
　
　
　
　
担
当
課
長
も
必
要

性
は
認
識
し
て
い
る
。
中
学
生

ま
で
の
医
療
費
を
無
料
化
し
た

が
、
高
校
生
ま
で
考
え
て
も
良

い
。
後
ろ
向
き
の
話
は
し
て
い

と
の
協
議
が
必
要
と
な
り
使
用

料
も
発
生
す
る
。
利
益
を
あ
げ

る
場
所
で
も
な
い
が
、
ぜ
ひ
と

も
観
光
案
内
所
を
設
置
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。

み
を
作
り
、
観
光
案
内
所
の
検

討
と
あ
わ
せ
、
観
光
案
内
板
設

置
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
拡
充
も

考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
２
０
１
６
年
９
月
議
会
で

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

の
助
成
を
と
一
般
質
問
を
し
た

お
り
、
中
谷
課
長
か
ら
の
答
弁

で
制
度
化
と
言
う
観
点
か
ら
は

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
、
お
た
ふ
く
風

邪
な
ど
他
に
も
検
討
す
る
も
の

が
あ
る
と
言
う
答
弁
だ
っ
た
。

で
は
こ
の
２
つ
の
予
防
接
種
の

費
用
の
無
料
あ
る
い
は
補
助
は

可
能
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
タ
ウ

イ
ル
や
お
た
ふ
く
風
邪
に
関
す

る
予
防
接
種
費
用
に
関
す
る
助

成
に
つ
い
て
は
、
以
前
答
弁
し

た
内
容
か
ら
は
大
き
く
変
わ
っ

て
い
な
い
。
ま
た
任
意
接
種
の

一
部
が
定
期
接
種
と
な
る
可
能

性
も
あ
る
と
思
わ
れ
、
近
隣
市

町
の
動
向
や
ニ
ー
ズ
を
勘
案
し
、

今
し
ば
ら
く
研
究
し
た
い
。

駅前の観光案内板 注射を受ける子ども

　
　
　
　
　
　
　
県
や
国
の
施

策
で
新
し
い
ニ
ー
ズ
も
あ
る
。

検
討
を
し
な
が
ら
中
期
的
な
採

用
計
画
を
し
て
い
く
。

町
の
保
健
師
の
数
は
果
た
し
て

適
正
か
。
採
用
計
画
を
見
直
す

ほ
か
、
臨
時
で
は
な
く
、
正
規

に
近
い
待
遇
に
す
る
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

と
な
っ
て
い
る
。
業
務
の
多
様

化
、
ま
た
平
成
32
年
度
末
に
は

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
設
置
も
見
据
え
て
、
来
年
度

は
１
名
採
用
す
る
。

や
幼
稚
園
で
の
集
団
感
染
を
予

防
で
き
た
ら
、
社
会
的
負
担
は

格
段
に
減
る
の
で
は
。

避
難
所
運
営
な
ど
に
も
備
え
る

必
要
が
あ
る
が
。

な
い
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
。
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帯
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わ
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。
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０
２
０

年
春
に
水
族
館
が
、
オ
ー
プ
ン

す
る
が
、
観
光
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。
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モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
ご
意
見
よ
り

追
跡
調
査

子どもたちが田植えを楽しんでいるのがいい子どもたちが田植えを楽しんでいるのがいい

《表紙の写真》
～モニターさんのご意見を紹介します～

お褒めいただきました

今後の課題です

追跡調査追跡調査
「検討する」→その後

 

    

    

    

    

進んでいない 少し進んだ　 進んだ　    

　宇多津町議会では、公募により５人の方に議
会だよりのモニターさんをお願いしています。
毎回、貴重なご意見をいただきましたので、今
回一部をご紹介します。いただいたご意見は、
今後の「議会だより」発行や議会活動につなげ
ていきたいと思います。　　

　一般質問などの答弁でよく使われる「検討する」は、前向きなのか後ろ向
きなのか分かりにくい言葉です。モニターさんや町民の方からも「検討する
とはあいまいでわかりにくい」というご指摘をいただいています。議員研修
などでは「検討するとは何もしないという意味だ」ときっぱりと言われるこ
ともしばしば・・・。そこで、この4年間の「検討する」がその後どうなった
のかを追跡してみました。

・全体にカラフルで読みやすくなった。
・写真や表があってわかりやすい。
・家計簿の例えはとてもわかりやすかった。
・委員会審議などは、色分けされていて写
　真もあり、見やすい。
・「応援しょうでぇ～」や「元気ななかま」
　などの住民参加の記事はとても良い。

「検討する」は行政でよく使われる言
葉です。ほかの方からもこのようなご
意見をいただきました。そこで今回、
４年間の「検討する」がどうなったの
かを特集してみました。（15ページ）

・「検討する」という答弁が多いが、
　その後どうなったのか、知りたい。
・前向きなのか、よくわからない。

水族館へのアプローチ道路に誘導
標識の設置は
（平成28年３月・29年９月議会）

中央公園のトイレ改修を
（平成28年６月・29年９月議会）

オリジナル婚姻届の導入は
（平成29年６月議会）

町制100周年に購入してアウグス
トゥスの像の管理は　
（平成29年６月議会）

図書館図書整備５か年計画が策定さ
れCD・DVD・電子資料の拡充は
（平成29年６月議会）　　　　　
（平成29年６月議会）

避難所のWIFI環境の整備は
（平成29年９月議会）

豊明市が打ち出した人口増加を目的
とした近居・同居世帯の固定資産税
の補助を　（平成29年12月議会）
　　　　　

避難所運営マニュアルの策定、避難
所マンホールトイレの設置は　　
（平成27年12月・平成28年６月
平成29年3月議会）

・議員全員が賛成でいいのか。
・反対がないなら、議会は要らないのでは。
・議長の欄の「―」がわからない。

表は確かに〇ばかりですが、実際には委員会
審議で疑問や質問をぶつけています。その上
での賛成です。もちろん、過去には反対もあ
りましたし、審議していないわけではありま
せん。しかし、皆さんのご意見を真摯に受け
止め、納得した上での〇×をわかっていただ
けるよう努力します。尚、議長は賛否が同数
の時のみ、賛否を明らかにします。

・次回定例会の予定を書いてほしい。
・研修の成果はどのように役立っているのか。
・町議会の仕組みなどもシリーズで伝えては。
・記事を書いた人の名前の記入があると良い。
・議会以外の記事は要らない。

議会だより68号の表紙を飾
った、古代米の田植えの写
真です。誰よりも早く田ん
ぼに入って泥んこになった
お子さんが、しっかり田植
えをしていました。　

「昔を思い出す」「子どもさ
んが楽しんでいるのが伝わる」
「異世代交流がほほえましい」
など高評価でした。
ほかにも、子どもたちの写真
は好評でした。

《賛否表》のギモン《一般質問》のギモン

お答えします

事業者と国道は地方整備局、県道は県土木
事務所と折衝している。原因者負担として
民間事業者が設置する。
　　　　　　　地域整備課

新都市のトイレはまちづくり交付金を利用し
て改修可能となった。
　　　　　　　地域整備課

ブライダル雑誌に婚姻届が付録されており、
その用紙でも受付けをしている。
　　　　　　　住民生活課

避難所運営マニュアルに変わるものは作成し
た。マンホールトイレは耐震診断、計画を終
えて来年から設置していく。
　　　　　　　危機管理課

展示する方向で検討している。
　　　　　 　教育委員会

現在、取り入れており拡充している。
　　　　　 　教育委員会

宇小・北小・中学校の体育館、保健センター
４階などの避難所に設置した。
　　　　　　   危機管理課
　　　　　
１年間、転入者にアンケート調査を実施して
いる。この調査結果を待って次のステップに
入りたい。    まちづくり課
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回一部をご紹介します。いただいたご意見は、
今後の「議会だより」発行や議会活動につなげ
ていきたいと思います。　　

　一般質問などの答弁でよく使われる「検討する」は、前向きなのか後ろ向
きなのか分かりにくい言葉です。モニターさんや町民の方からも「検討する
とはあいまいでわかりにくい」というご指摘をいただいています。議員研修
などでは「検討するとは何もしないという意味だ」ときっぱりと言われるこ
ともしばしば・・・。そこで、この4年間の「検討する」がその後どうなった
のかを追跡してみました。

・全体にカラフルで読みやすくなった。
・写真や表があってわかりやすい。
・家計簿の例えはとてもわかりやすかった。
・委員会審議などは、色分けされていて写
　真もあり、見やすい。
・「応援しょうでぇ～」や「元気ななかま」
　などの住民参加の記事はとても良い。

「検討する」は行政でよく使われる言
葉です。ほかの方からもこのようなご
意見をいただきました。そこで今回、
４年間の「検討する」がどうなったの
かを特集してみました。（15ページ）

・「検討する」という答弁が多いが、
　その後どうなったのか、知りたい。
・前向きなのか、よくわからない。

水族館へのアプローチ道路に誘導
標識の設置は
（平成28年３月・29年９月議会）

中央公園のトイレ改修を
（平成28年６月・29年９月議会）

オリジナル婚姻届の導入は
（平成29年６月議会）

町制100周年に購入してアウグス
トゥスの像の管理は　
（平成29年６月議会）
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（複数回答）

かもでんがわ

～農業委員会との意見交換会～
宇多津の農業、頑張んじょんで宇多津の農業、頑張んじょんで

　12月20日、農業委員会との意見交換会を行
いました。現在の農業事業においての本町の
問題点をお聞かせいただきました。集団営農
や法人化、認定農業者などの農業関連の話は
もちろん、住民の立場から、倒壊の恐れのあ
る危険空き家・ふるさと納税返礼品の地場産
業の開発品についてなど、幅広いご意見やご
要望もありました。

・宇多津町でも床下・床上浸水で被災した人がい
　る。「災害がない」などと言ってほしくない。
・水族館のオープンは楽しみだが、渋滞を危惧し
　ている。シャトルバスを運用しては。
・議会の傍聴者が少ない。大勢の人が参加できる
　と良い。

　11月16日、保健センター４Fで「第
14回　議会報告会」を開催しました。 
参加者は40人で、29年度の決算や30
年度の補正予算などの報告をしまし
た。フリートークではテーマに沿っ
た貴重なご意見をいただきました。

・新聞報道では避難計画や避難所運営マニュアルなどの
　取り組みが進んでないようで、危惧している。
・危険な建物が南部にあるが、今後の扱いは改修かそれ
　とも取り壊しか。
・防災知識の高い人などに協力を得て、地域防災力が高
　められるようにしてほしい。
・町内には危険なブロック塀はないのか。

・水路の水漏れ
　現在の農道や水路は、1949年の緊急失業
対策法により国もしくは地方公共団体が道
路整備など土木事業を失業対策として行な
ったもの。現代の農業機械の大型化もあり
農道・水路の整備が必要である。

・鴨田川の拡張事業
　県の事業だが、用地買収ができておらず
現在工事がストップし
ている。町からも防災
・減災という安心安全
のまちづくりの観点か
ら、県と協力して迅速
に工事が進むように活
動してほしい。

整備途中の鴨田川意見交換会では熱い議論が交わされた

うみまる君

熊本地震での家屋の倒壊

　　　　　　　　12月18日、青の山にある「備讃
瀬戸海上交通センター」を視察研修しました。セ
ンターは30年ほど前に建設され、365日24時間、
備讃海域の船を監視しています。瀬戸内海は多島
美で漁船も多いため、大きな船舶の航行には特に
気を遣うそうです。また、センターでは地域の防
災や環境保全活動にも貢献くださっています。

　海上保安庁は日本の周辺海域を監視
し、海難救助や災害支援など日々海の
安全を守るほか、「青い海を守る」た
めの啓発活動も行っています。
  「第16回うたづの町家とおひなさん」
ではPR展示も予定していますので、ぜ
ひご覧ください。

青の山にそびえ立つ海上交通センター

説明を受けた後は、実際の監視の部屋で解説していただいた

「地震が来たら、何ができますか」「地震が来たら、何ができますか」
第14 回 議会報告会

ご意見・ご提案（アンケートより）

フリートーク
「地震が来たら、何ができますか」

～農業委員会との意見交換会～

～海上交通センターの視察研修～～海上交通センターの視察研修～

海の安全を守っています！海の安全を守っています！

年齢別
【参加者の内訳】

性　別

40代
7％ 50代

18.5％

60代
22.2％

70代
41％

80才以上
11％

男性
72％

女性
28％
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知っとんな 議長
交際費

金　額 支　払　先

20,000円 お祝い　　北小囲碁チーム、YKKAP男子ソフトボールチーム、
　　　　　宇多津ジュニアバレーチーム（いずれも全国大会出場）　
会　費　　建設業協会総会（２人出席 ）、議長杯ゲートボール大会、
　　　　　部落解放同盟・新春旗開き（２人出席 ）
寄　贈　　商工会歳末大売り出し（商品寄贈代）
記念品代　商工会総会（感謝状贈呈）
協賛金　　町民ゴルフ大会協賛金　

10,800円 　花　代　　議員母、元町議会議員の葬儀

お土産
3,000円
前後

お土産　四国電力・坂出LNG、コスモ石油、勇心酒造、海上交通センター、
　　　　松谷化学（以上、視察研修の時の手みやげ）

5,000円 お祝い　坂出旅館組合総会、坂出旅館組合新年会、町家とおひなさん
会　費　さぬき青年会議所総会、観光協会懇親会、商工会青年部総会、
　　　　町民ゴルフ大会
記念品代　うたづええもん市　

10,000円 お祝い　老人クラブ新年会、宇多津漁協総会、宇多津漁協忘年会、商工会総会、
　　　　産直うたづ生産者の会総会、近県剣道優勝大会、濱野年宏文化の集い、
　　　　中讃柔道選手権大会、中讃地区少年柔道大会、自治会連合会新年会、
　　　　体協新年会、体協総会、香川短期大学卒業式、せとうち国際文化の会
　　　 （シンポジウム）、ジュニアオリンピックなど（全国大会出場の３人）
香　典　議員母、元議員、坂出市議母、前綾川町長、坂出市議父
広　告   社会新報まつり 

議長
交際費

応援しょうでぇ～！
うたづっ子

「宇多津
少年少女合唱団」

指導： 指導：伴奏：

天使の歌声届けます♪
♪♪

　宇多津少年少女合唱団は、地域の方からの熱い思
いを受け、平成18年７月に産声をあげました。月３
回、土曜日にユープラザうたづのリハーサル室で練
習をしています。現在、団員は保育園児から中学生
までの15人（男子４人、女子11人）です。中学生
になると吹奏楽部に入部する子どもが多く、部活の
ため中々参加できません。でも歌うことが好きなの
で、部活が休みの時など時間を見つけて歌いに来て
います。歌うことが好きなお友だち、歌に興味のあ
るお友だちは、まずは見学に来てくださいね。ただ
いま、団員募集中です♪

　議長交際費とは、議会議長が冠婚葬
祭や各種行事など、対外的な活動をす
るために使う費用のことです。金額は
今までの慣例などによりさまざまです。
ちなみに丸亀市は１件につき上限を１
万円以内、坂出市は項目ごとに、５千
円以内、１万円以内と決めています。
さて、宇多津町の議長交際費は・・・。
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片山　幹子 先生 小路　祥子 先生福本　佳奈 先生

「おはよう～♪」と挨拶がわりの発声練習や準備体操から
始まります

クリスマスコンサートで楽しく歌う子どもたち

お揃いのTシャツで

議長杯ゲートボール大会

ふくもと か　な かたやま しょうじみき  こ さち  こ

練習の時は元気いっぱいの子どもたち。でもステージに立つと
表情が変わり、その澄んだ歌声を聴いて目頭が熱くなりました。
天使の歌声に癒されたひとときでした。
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知
っ
と
ん
な

応
援
し
ょ
う
で
ぇ
〜
！

知っとんな 議長
交際費

金　額 支　払　先

20,000円 お祝い　　北小囲碁チーム、YKKAP男子ソフトボールチーム、
　　　　　宇多津ジュニアバレーチーム（いずれも全国大会出場）　
会　費　　建設業協会総会（２人出席 ）、議長杯ゲートボール大会、
　　　　　部落解放同盟・新春旗開き（２人出席 ）
寄　贈　　商工会歳末大売り出し（商品寄贈代）
記念品代　商工会総会（感謝状贈呈）
協賛金　　町民ゴルフ大会協賛金　

10,800円 　花　代　　議員母、元町議会議員の葬儀

お土産
3,000円
前後

お土産　四国電力・坂出LNG、コスモ石油、勇心酒造、海上交通センター、
　　　　松谷化学（以上、視察研修の時の手みやげ）

5,000円 お祝い　坂出旅館組合総会、坂出旅館組合新年会、町家とおひなさん
会　費　さぬき青年会議所総会、観光協会懇親会、商工会青年部総会、
　　　　町民ゴルフ大会
記念品代　うたづええもん市　

10,000円 お祝い　老人クラブ新年会、宇多津漁協総会、宇多津漁協忘年会、商工会総会、
　　　　産直うたづ生産者の会総会、近県剣道優勝大会、濱野年宏文化の集い、
　　　　中讃柔道選手権大会、中讃地区少年柔道大会、自治会連合会新年会、
　　　　体協新年会、体協総会、香川短期大学卒業式、せとうち国際文化の会
　　　 （シンポジウム）、ジュニアオリンピックなど（全国大会出場の３人）
香　典　議員母、元議員、坂出市議母、前綾川町長、坂出市議父
広　告   社会新報まつり 

議長
交際費

応援しょうでぇ～！
うたづっ子

「宇多津
少年少女合唱団」

指導： 指導：伴奏：

天使の歌声届けます♪
♪♪

　宇多津少年少女合唱団は、地域の方からの熱い思
いを受け、平成18年７月に産声をあげました。月３
回、土曜日にユープラザうたづのリハーサル室で練
習をしています。現在、団員は保育園児から中学生
までの15人（男子４人、女子11人）です。中学生
になると吹奏楽部に入部する子どもが多く、部活の
ため中々参加できません。でも歌うことが好きなの
で、部活が休みの時など時間を見つけて歌いに来て
います。歌うことが好きなお友だち、歌に興味のあ
るお友だちは、まずは見学に来てくださいね。ただ
いま、団員募集中です♪

　議長交際費とは、議会議長が冠婚葬
祭や各種行事など、対外的な活動をす
るために使う費用のことです。金額は
今までの慣例などによりさまざまです。
ちなみに丸亀市は１件につき上限を１
万円以内、坂出市は項目ごとに、５千
円以内、１万円以内と決めています。
さて、宇多津町の議長交際費は・・・。

・
音
楽
の
成
績
が
上
が
っ
た

・
大
き
な
声
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た

・
ひ
と
り
で
歌
う
よ
り
楽
し
い
　
　  

入
団
し
て
良
か
っ
た
こ
と

・
友
だ
ち
が
入
っ
て
い
た
（
５
人
）

・
兄
弟
が
入
っ
て
い
た
（
２
人
）

・
親
の
勧
め
（
２
人
）

・
歌
が
好
き
だ
か
ら

・
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
た
か
ら     

始
め
た
き
っ
か
け
は
？

・
み
ん
な
と
一
緒
に
歌
え
る

・
い
ろ
ん
な
歌
が
歌
え
る

・
休
憩
時
間
に
遊
べ
る

楽
し
い
こ
と
は
？

・
高
い
声
が
出
に
く
い

・
音
が
取
り
づ
ら
い
時
が
あ
る

・
ふ
ざ
け
る
と
怒
ら
れ
る

つ
ら
い
こ
と
は
？

片山　幹子 先生 小路　祥子 先生福本　佳奈 先生

「おはよう～♪」と挨拶がわりの発声練習や準備体操から
始まります

クリスマスコンサートで楽しく歌う子どもたち

お揃いのTシャツで

議長杯ゲートボール大会

ふくもと か　な かたやま しょうじみき  こ さち  こ

練習の時は元気いっぱいの子どもたち。でもステージに立つと
表情が変わり、その澄んだ歌声を聴いて目頭が熱くなりました。
天使の歌声に癒されたひとときでした。



発行：宇多津町議会   ☎ 0877-49-8014        gikai＠town.utazu.kagawa.jp

日
本
の
心
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舞
い
続
け
ま
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同
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町政を問う（町長の公約・予防接種の補助ほか）
　　　　　   天使の歌声届けます～宇多津少年少女合唱団～
元気ななかま 日本の心を舞い続けます～日舞同好会～
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20

6
応援しょうでぇ～！

うたづっ子

祝祝

成
人
式

成
人
式

　
日
舞
同
好
会
は
故
藤
間
絹
絵
師
匠
と
絹
絵
会
の
故
宮
本
会
長
・
故
三

浦
副
会
長
の
ご
尽
力
で
発
足
し
、
35
年
を
迎
え
ま
し
た
。
藤
間
朋
絵
先

生
が
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
お
稽
古
は
毎
週
水
曜
日
、
午
後
７
時
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
続
け
て

い
ま
す
。
現
在
会
員
は
８
名
、
幅
広
い
年
齢
層
で
す
が
、
踊
っ
て
い
る

時
は
皆
「
乙
女
」
で
す
。
毎
年
、
春
の
「
初
舞
会
」
や
秋
の
「
芸
能
祭
」
、

冬
の
「
ミ
ニ
芸
能
祭
」
へ
の
出
演
を
目
標
に
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

小
唄
、
端
唄
だ
け
で
な
く
演
歌
、
懐
メ
ロ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル

の
曲
に
合
わ
せ
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
体
を
動
か
し
て
振
り
を
覚
え

て
い
る
と
、
２
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

ほ
っ
と
一
息
の
休
憩
時
間
の
お
喋
り
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
か

　
極
度
の
貧
困
８
億
人
の
中
で
暮

ら
す
子
ど
も
約
３
億
８
５
０
０
万

人
。
水
道
が
飲
め
る
国
は
15
か
国
。

人
は
生
ま
れ
る
環
境
を
選
べ
な
い
。

温
室
効
果
ガ
ス
に
よ
る
温
暖
化
で

巨
大
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
生
態
系
を
破
壊
、

地
球
は
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
。
国

連
は
２
０
３
０
年
に
向
け
17
の
目

標
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
」
を
示
し
取
り
組
み
を
始

め
た
。
世
界
に
広
が
る
貧
困
・
飢

餓
・
安
全
な
水
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
不
平
等
や
気
候
変
動
な

ど
、
こ
の
目
標
達
成
へ
私
た
ち
に

何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
子
や
孫

の
時
代
へ
持
続
可
能
な
世
界
を
創

る
た
め
行
動
を
起
こ
そ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
青
木
　
義
勝
）

「
国
際
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
」

み
な
さ
ん
の
声

2019
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宇
多
津
小
・
北
小
の
外
国

人
児
童
の
日
本
語
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
外
国
人
児
童
数
の
増
加
、

ま
た
英
語
授
業
の
活
発
化
な

ど
、
宇
多
津
町
で
国
際
化
の

山田　佐知子さん

流
れ
を
感
じ
ま
す
。
最
初
は
日
本
語
が
片
言
だ
っ
た
外

国
人
児
童
も
す
ぐ
に
級
友
と
打
ち
解
け
、
日
本
語
を
吸

収
し
て
い
る
姿
に
、
ま
た
温
か
く
自
然
体
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
級
友
の
姿
に
、
国
際
交
流
の
素
晴
ら
し
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　
北
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
親
子
ふ
れ
あ

い
研
修
会
（
テ
ー
マ
：『
英
語
』

を
使
っ
て
遊
び
な
が
ら
、
『
世

界
』
を
知
ろ
う
！
）
で
は
、
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
、
カ

ナ
ダ
人
の
先
生
や
友
だ
ち
と
大

き
な
声
で
英
会
話
を
楽
し
ん
で

い
る
姿
は
、
素
晴
ら
し
く
頼
も

し
い
も
の
で
し
た
。

　
早
く
か
ら
「
英
語
教
育
」
に

熱
心
な
宇
多
津
町
で
す
が
、
今

後
も
児
童
・
生
徒
さ
ん
が
、
日

本
語
＆
英
語
に
ど
ん
ど
ん
親
し

み
、
国
際
理
解
を
深
め
て
い
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

微
力
な
が
ら
、
そ
の
お
手
伝
い

が
で
き
た
ら
、
嬉
し
い
で
す
。

うたづ議会だより

映画「世界の果ての通学路」を鑑賞 グレック先生の
楽しいゲーム

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
大
黒
　
一
也

委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

委
　  

員
　
井
上
　
弘
治

委
　  

員
　
青
木
　
義
勝

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
柴
村
　
賢
三

ら
も
少
し
で
も
長
く
続
け
て
い
け
る

よ
う
に
、
会
員
一
同
頑
張
っ
て
お
稽

古
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
い

つ
で
も
体
験
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
３
月
24
日
（
日
）
午
後
１

時
か
ら
ユ
ー
プ
ラ

ザ
で
「
初
舞
会
」

が
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
観
に
い
ら
し

て
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

香川県国際交流協会
通訳等・日本語支援ボランティア

～みんなに「ありがとう」～
　今年はお天気にも恵まれて、平成最後の成人式が挙行されました。
今まで育ててくれた家族にありがとう。仲良くしてくれた友だちにあり
がとう。お世話になった先生に、見守ってくれた地域の人にありがとう。
そんな感謝の気持ちがあふれる式典でした。そして何より、実行委員
のみなさん、素敵な成人式をありがとう。


